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理事会報告（2015 年 10 月 25 日）  

定例理事会が 10 月 25 日（日）10 時 00 分から 12 時まで、お茶の水女子大学	 文教育学

部１号館第一会議室にて開催されました。事務局 3 名を含む理事 22 名、および前回大会校

（昭和女子大学）より押谷由夫会員、緩利誠会員が出席しました。長尾代表理事の挨拶に

続いて以下の議事を審議しました。	

 

■ 審議事項 
Ⅰ	 各種委員会の活動について  

１．紀要編集委員会（研究奨励賞審査委員会含む）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 橋本委員長より、資料１に基づき、報告および依頼（図書紹介、研究奨励賞、大会報告、

海外カリキュラム研究情報、学会彙報）がなされた。カリキュラム研究第 25 号について、

前回理事会の議論・承認を受け、特集論文を掲載する。今後の特集論文の組み方について

は要検討事項とする。また、研究集会・秋のセミナーの報告の取り扱いについて検討の要
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望がだされた。	

	 	

２．国際交流委員会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 的場委員長より、資料２に基づき、第 27 回大会（香川大学教育学部附属高松小学校）課

題研究の内容候補、カリキュラム研究情報、30 周年記念事業への提案の方針について報告

された。	

	

３．研究・広報委員会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 天笠委員長より、資料３に基づき、第 27 回大会課題研究、研究集会、秋のセミナー、学

会誌における特集について報告された。特集論文については審議の結果、第 25 号紀要にお

いて試行的に実施することが決定された。課題研究として依頼・発表・質疑を通したこと

をもって質の担保とし、研究・広報委員会が原稿執筆依頼を行う。提出原稿の内容検討に

ついても同委員会が内容検討の責任をもつ。紀要編集委員会は形式のチェックを行う。掲

載論文については査読付論文と位置づける。特集は１課題分とする（1 課題分程度の紙幅を

用意する）。	

 

Ⅱ	 第 26回大会（昭和女子大学）について  

１．大会収支報告書	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		

	 押谷大会実行委員長より、資料４に基づき、第 26 回大会の収支報告がなされた。松下事

務局長より、大会収支は事前に国際文献社にてチェック、通帳解約（解約経費は事務局負

担）済みであることが補足された。	
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２．『教育学研究』大会報告案						 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 押谷大会実行委員長より、資料５により報告案が提案され、確認・承認された。

 

日本カリキュラム学会第 26 回大会報告	

	

日本カリキュラム学会第 26 回大会は、7 月 3 日〜5 日(3 日は理事会)にわたり昭和女子大

学において開催された。会員等の正式な参加者数は 255 名、公開シンポジウムのみの参加

者を含めると 300 名近くになり、充実した大会となった。	

	 自由研究発表は、4 日・5 日に行われ、14 部会で 48 件の発表があった。各部会 3〜4 件の

発表となり、どの部会も熱心な議論が展開された。	

	 課題研究は 3 つが取り上げられた。いずれも教育課程にかかわる教育改革に関する今日

的なテーマが扱われた。課題研究 I は、「『資質・能力』の育成をどう考えるか」(コーテデ

ィネーター:村川雅弘(鳴門教育大学)・浅沼茂(東京学芸大学)・藤川聡(北海道教育大学)・

西岡加名恵(京都大学)、司会:村川雅弘・西岡加名恵)をテーマに、白水始(国立教育政策研

究所)・石井英真(京都大学)・赤羽寿夫(東京学芸大学附属国際中等教育学校)	から提案が

なされた。次期学習指導要領の全面改訂に向けて大きなテーマとなっている「資質・能力」

の育成に関して、その意図することや具体的取組等について多様な意見交換がなされた。	

	 課題研究 II は「現代社会における教科成立の根拠を問う」(コーディネーター:中野和光(美
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作大学)・的場正美(東海学園大学)、司会:澤田稔(上智大学)・子安潤(愛知教育大学)をテーマ

に、無藤隆(白梅学園大学)・竹川慎哉(愛知教育大学)・的場正美(東海学園大学)から提案があ

った。「特別の教科	道徳」の設置をはじめとして、さらに新教科の設置が考えられている中、

教科成立の根拠について、教科の本質論や外国の事例等を	交えた深まりのある討論がなされ

た。	

	 課題研究 III は「現代日本の教育課程政策における政治・行政・経営をめぐる諸課題―教育

課程基準に関する中央教育審議会の審議過程を中心として―」(コーディネーター/司会:小泉祥

一(白鷗大学)・石田有記(市川市教育委員会)、指定討論者:安彦忠彦(神奈川大学特別招聘教授))

をテーマに、合田哲雄(文部科学省初等中等教育局教育課程課長)・	天笠茂(千葉大学)・中野和

光(美作大学)・嶺井正也(専修大学)から提案があった。昨年度の課題研究を継承して設けられ

たものであり、さらに次期学習指導要領改訂に向けての審議過程をふまえた、文科省担当者、

審議会委員、研究者それぞれの立場からの提案がなされ、要望も含めて熱心な議論が展開され

た。	

	 また、公開シンホポジウムでは「『特別の教科	道徳』の設置で道徳教育や教育課程がどう変

わるのか」(コーディネーター/司会:冨士原紀絵(お茶の水女子大学)・押谷由夫(昭和女子大学)、

指定討論者:田中統治(放送大学))をテーマに、西野真由美(国立教育政策研究所)・谷田増幸(兵

庫教育大学)・吉冨芳正(明星大学)から提案があった。特別の教科	道徳」の設置に積極的な立

場からの提案に対して、賛否両論が飛び交う学会ならではの活発な議論が展開された。	

(昭和女子大学・押谷由夫) 

 

Ⅲ	 次期大会について  

	 香川大学教育学部附属高松小学校・黒田会員より、資料６に基づき、日程・公開シンポ

ジウムを中心に提案された。大会 1 日目、開催時間を 30 分早め午前中に授業公開・シンポ

ジウムを実施する（課題研究は午後に実施）ことが承認された。	

		課題研究の内容・担当理事について、資料２・資料３・別紙に基づき審議・了承され、

最終案については、３月の理事会で決定することとなった。課題研究Ⅰ．アクティブ・

ラーニング（藤川理事・西岡理事）、Ⅱ．18 歳選挙権（的場理事・片上理事）、Ⅲ．教

育課程政策（小泉理事、石田理事）、Ⅳ．PISA 調査（村川理事・澤田理事）	
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Ⅳ	 30周年記念事業について  

	 長尾代表理事より、資料７に基づき、2020 年に迎える 30 周年を記念し、2018 年度大会

を目途に記念出版事業を実施することが提案され、大筋合意された。記念出版編集委員会

を、各委員会から２～３名推薦の上、長尾代表理事の決定により、別途設置する。	

 

Ⅴ	 その他	  

・長尾代表理事より、2017 年度大会校決定の必要性・緊急性が説明され、協力依頼がなさ

れた。	

・研究集会 3 月 19 日（土）（暫定）	

 

 

■ 報告事項 
	 	 	 	 	 	 	 	 	  

Ⅵ	 CiNiiから J-STAGEへの移行について  

松下事務局長から、資料８に基づき、J-STAGEへの移行が完了したことが報告された。 

 

Ⅶ	 事務局報告  

１．会員現況報告 

（１）会員現況概要(2015年 10月 19日時点) 

■ 会員総数 703 名(一般会員 600 名、学生会員 82 名、団体会員 7 件) 

※連絡先不明者 5 名、会員一時資格停止者 30 名を含む。 

【内訳】新規入会者:16 名、退会者:2 名、一時停止資格者:30 名、連絡先不明者:5 名 

注:前回は 689 名(一般会員 600 名、学生会員 82 名、団体会員 7 件) 

	  昨年度同時期は 702名（一般会員 610名、学生会員 84名、団体会員 8件） 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

■	会費納入率(2015年 10月 15日時点)  

2015年度:完納 529名 未納 144名 計 673名 78.6% 

※	連絡先不明者 5 名含む、会員一時資格停止者 30 名除く。 
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２．寄贈図書等一覧	 （「事務局からのお知らせ」欄に後掲載）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

 

 

Ⅷ	 その他	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

＊次回理事会	  

日時：2016年 3月 6日（日）	 13:00～15:00	   

会場：お茶の水女子大学（文教育学部１号館第Ⅰ会議室） 
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研究・広報委員会からのお知らせ−第 7 回研究集会（第二次案内） 
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ᮏࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ┠ὀࡀゝⴥ࠺࠸ࠖࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠕࠊࠖࢢࣥࢽ࣮࣭ࣛࣈࢸࢡ

యࡿࡀ࡞ࡘ㈨㉁࣭⬟ຊࡃ᪩ࡕ࠸ࠊࡅཷࢆᣦᐃࡢ㛤ⓎᏛᰯ✲◊ࡢ┬㒊⛉Ꮫᩥ㸱ᖺ๓ࠊࡣ࡛ᰯ

ⓗࠊ༠ྠⓗࠊ㐀ⓗ࡞Ꮫࡢࡧᅾࡾ᪉ࢆࢀࡑࠊᐇ⌧࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡍ㛤Ⓨ╔ᡭࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ 

ᮏⓎ⾲࡛ࢆࢫࢭࣟࣉ✲◊ࡢࡑࠊࡣᥦ♧ࠊࡶࡿࡍ᪂࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ᵓࡽ᫂ࡓࡗ࡞ࡽ

ᡂᯝㄢ㢟ࡈࠊ࡚࠸ࡘሗ࿌ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸ 

 
ୡヰே࣭࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ㸸ᑠἨ⚈୍㸦ⓑ㮆Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊ᩍᤵ㸧 

㯮⏣ᣅᚿ㸦㤶ᕝᏛᩍ⫱Ꮫ㒊㝃ᒓ㧗ᯇᑠᏛᰯᩍㅍ㸧 
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ၥࡏࢃྜ࠸ඛ㸸ⓑ㮆Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊 ᑠἨ◊✲ᐊ 

㟁ヰ㸸0285-22-9875 㸦┤㏻ࢫࢡࢵࣇࠊව⏝㸧 

E-mail㸸koizumi@fc.hakuoh.ac.jp 
 
 
㏻ࢫࢭࢡෆ 

㹈㹐   JRዉⰋ⥺㸸ࠕJR⸨᳃㥐ࠖ(ࡾࡶࡢࡌࡩࡿ࣮࠶࠸࠻ࡌ㸧ୗ㌴ ᚐṌ⣙3ศ 
ி㜰㟁㌴ ி㜰ᮏ⥺㸸ࠕቚᰁ㥐ࠖ(ࡵࡒࡳࡍ㸧ୗ㌴ ᚐṌ⣙7ศ 

 
 
Ꮫ࿘㎶ᆅᅗ 
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事務局からのお知らせ  

1. 寄贈図書一覧(2015年 6月 23日〜2015年 10月 20日到着分) 

 
 
2. 平成 27年度（2015年度）分会費納入のお願い 
	 今年度分の年会費が未納の方は、納入をお願いします。12 月 24 日時点での 2015 年度

会費の納入率は 81.7%です。納入促進に会員のみなさまのご協力をよろしくお願い申し

上げます。 

	 会費納入状況につき、ご不明の点がございましたら、ご遠慮なく（株）国際文献社内・

日本カリキュラム学会会員窓口までお問い合わせください。 

	 （年会費：一般	 8,000円、学生	 5,000円、団体 10,000円） 

 
【  入・退会、年会費納入、会員 web 管理、会報発送等各種問い合わせ先  】 
〒162-0801	  
東京都新宿区山吹町 358-5	 アカデミーセンター（株）国際文献社内  
日本カリキュラム学会会員窓口  
Tel：03-5389-6213	 Fax：03-3368-2822 
E-mail： jscs-post@bunken.co.jp 

【  上記以外の学会運営に関する問い合わせ先  】  
〒606-8501 
京都市左京区吉田二本松町  
京都大学高等教育研究開発推進センター	 松下佳代気付	  
日本カリキュラム学会事務局  
E-mail： jscs@nifty.com 

【  学会ホームページ  】  
URL：http:// jscs.b.la9.jp/ 
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